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NTT東日本より

仁王I賛助会員企業株コーナー

東北地方本部だより

各地区電友会だより

会員だより
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ごあいさつ

薫日本電信電話株式会社取締役宮城事業部長
宮城事業部宮城支店長
東北復興推進室長

柴　田　基　靖

（NT東日本一案北　代表取締役社長）

東北電友会の皆様には、日頃よりNTT東日本グループの事業に対し、格別のご支援・ご協力を賜り、

厚く御礼申し上げます。

平成26年7月、弊社業務運営体制の見直しにより東北6県を統括する宮城事業部が発足してから、

早いもので1年半が経過しました。徐々にではありますが、東北6県が一つになった効果が経営面で表れて

おり、おかげさまで昨年度は宮城事業部として黒字化を実現することができました。

さて、平成27年度は東日本大震災から5年間の「集中復興期間」の最終年度となっていますが、残念

ながら復興はいまだ道半ばと言わざるを得ない状況にあります。そして、平成28年度からは新たに5年間

の「復興・創生期間」が始まります。

そのような中で、私どもNTT東日本グループは、社会基盤を担う通信事業者として、震災前よりも「一歩

進んだ街づくり」に向け、引き続き全力で貢献してまいりたいと考えています。東北電友会の皆様には、

今後も、NTT東日本グループの取り組みに、これまで同様のご支援・ご協力を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。

また、今後、各自治体を中心に地方創生に向けた様々な取り組みが行われることとなりますが、NTT

東日本グループは、ICT分野を担う事業者として、地域密着型の光ネットワーク基盤や保守・サポート

体制等の強みを生かし、自治体や地元企業の皆様と連携しつつ「まちづくり・しごとづくり・ひとづくり」

にもしっかりと貢献してまいりたいと考えています。

具体的には、①苗災・滅災に関しては、命にかかわる防災情報を一つの端末操作で地域滞在者へ一斉

配信できるシステムの構築、②観光に関しては、観光地や商店街の活性化に向けたWi－Fiの整備、

③教育に関しては、クラウド・タブレット等を活桐した膨大な校務の効率化や教育環境の整備、④医療・

福祉に関しては、病院や福祉施設とネットワークを結んでの医療福祉情報ネットワークの構築等に取り

組んでまいります。

NTT東日本グループは、このような取り組みを通じて魅力・活力ある地域をつくるため、“身近なICT

バリューパートナー”としでお役に立てるよう努力してまいります。

次に、皆様から物心両面でご支援いただいている「東北マークス　ベースボールクラブとバドミントン

チーム」については、昨年は残念ながら皆様の期待に応えられず、悔しい思いをしましたが、本年は気持ち

も新たに、各種大会での上位入賞など、目標達成に向け全力で頑張ってまいりますので、旧に倍する

ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

最後になりますが、東北電友会の益々のご発展、東北電友会の皆様のご健康とご多幸を祈念し、ご挨拶

とさせていただきます。
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∴
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－NTT各支店総務担当電話番号－ 

宮城支店 �（022）269－2020 

福島支店 �（024）531－7481 

岩手支店 �（019）625－4411 

青森支店 �（017）774－9229 

山形支店 �（023）621－9515 

秋田支店 �（018）836－8923 
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史
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憶
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∴
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＼
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＼
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賛助会員企業様コーナー
新コーナー「賛助会員企業様コーナー」は賛助会員企業

桟の会員から、ご自分の会社の紹介や余暇の過こし方

等を寄稿していただくコーナーです。今回は（株）TTK

様と日比谷総合設備（棟）東北支店様です。

（株）TTK

コミュニティ事業本部
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＼
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∴
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取
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憑
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と
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踊
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し
「
二
二
フ
r
・
－
ク
タ
ン
ス

踊
る
言
来
会
」
を
葉
栗
葉
上
∵
・
ル
て
開
催
し
、
ホ
ー
ラ

ン
ド
の
「
∴
小
口
千
㌧
ス
こ
て
ズ
ー
ル
」
を
約
1
年
か
け

て
練
習
し
損
露
し
ま
し
た
「
畔
杜
は
東
京
に
中
身
赴

任
て
し
た
が
、
毎
週
の
よ
う
に
帰
省
し
て
練
習
に
参
加

し
、
日
t
身
寮
の
廊
卜
で
ス
テ
ノ
ブ
の
確
認
を
し
た
り
…

克
え
る
の
に
夢
中
で
し
た

†
成
コ
隼
3
日
の
東
日
本
人
中
“
災
か
ら
朽
㌣
刀
日
を

調
一
き
た
頃
に
、
宮
城
町
区
の
凝
雄
所
の
ん
か
ら
避
難
所

で
フ
ォ
・
1
ク
ダ
ン
ス
を
紹
介
し
て
元
′
刈
つ
け
て
欲
し

い
と
の
・
け
が
か
か
り
ま
し
た
■
樟
て
詔
し
合
い
、
…
佃
ん

だ
圭
に
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
が
本
当
に
緊
張

し
ま
ー
ノ
た
　
て
も
某
し
ん
て
J
ジ
り
え
た
と
軋
っ
て
い
ま

す
　
そ
の
後
、
丸
根
巾
、
〓
巻
市
の
仮
設
住
宅
を
訪
問
し

て
．
諸
に
ケ
ー
キ
を
作
∵
た
り
、
フ
ナ
ー
ク
タ
ン
ス
を

葉
し
ん
て
い
た
だ
い
た
り
、
雄
勝
の
復
興
イ
ベ
ン
ト
な

と
に
も
参
加
し
ま
し
た

創
h
J
．
6
0
周
年
（
平
成
2
4
隼
）
に
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
踊

り
」
を
†
成
刀
隼
は
ハ
ン
カ
リ
ー
の
「
卜
T
・
′
ナ
ン
ト
ウ
ー

リ
・
ウ
グ
ロ
ー
シ
ユ
て
〕
い
う
踊
り
に
挑
戦
し
、
創
吉
．
バ

ー
テ
f
t
で
披
露
し
ま
し
た
〔
平
成
1
7
牛
か
ら
は
、
す

ず
め
踊
り
、
Y
O
S
A
K
O
I
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た

た

い

一

■

＼

N

T

T

ク

ル

ー

フ

の

プ

レ

ノ

シ

ユ

な

力

々

ヒ

．
諸
に
、
架
し
く
踊
ら
せ
て
い
た
た
い
て
お
り
ま
す

ど
こ
の
国
の
踊
り
で
も
、
見
る
よ
り
は
踊
っ
た
ほ
、
つ
が

す
っ
と
楽
し
い
も
の
で
す
。
踊
る
人
だ
け
が
知
る
フ
サ

ー
ク
ダ
ン
ス
の
葉
し
さ
を
、
皆
さ
′
化
も
味
わ
っ
て
み
て

は
い
か
か
て
L
L
ご
つ
カ



日比谷総合設備（棟）東北支店

総務部

加藤　智得

忙しく・脚た毎揮っています、

日
比
ド
総
行
設
備
（
抹
）
東
北
支
店
に
在
籍
し
て
お

∵
写
す
加
藩
で
す
　
私
も
N
T
T
O
B
と
し
て
、
い
軋
友

圭
∴
甑
へ
し
て
お
り
、
中
仙
友
会
の
会
鞘
を
読
ん
で
お
り

三
T
　
そ
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
記
車
は
、
来
日

ト
ト
仁
王
㌧
と
い
う
大
き
な
苦
雄
に
前
向
き
に
立
ち
向

ノ
：
て
い
る
O
B
の
皆
さ
ん
に
感
動
致
し
ま
し
た
、
ま

た
、
り
キ
飽
け
電
友
会
だ
よ
り
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
措

き
丁
目
き
±
ふ
ー
ク
ル
活
動
に
興
じ
ら
れ
て
い
る
桔
丁

を
架
㌧
′
言
誉
兄
し
て
お
り
ま
す
、
自
身
の
程
厘
は
、
昭

和
5
0
隼
∴
い
戦
い
軋
公
社
に
入
社
、
4
年
前
に
N
T
T
東
日

本
を
退
精
し
現
在
に
圭
っ
て
お
り
ま
す
へ
在
職
当
初
は

祀
路
航
て
、
そ
の
後
は
緯
理
・
企
画
部
門
の
仕
草
で
し

た
　
現
在
、
日
比
行
総
合
設
備
で
の
業
務
は
、
総
務
系
と

財
務
系
の
末
路
全
般
で
す
■
そ
の
他
に
も
十
串
の
規
地

h
り
．
会
や
現
場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
N
T
T
柾
等
へ
の

ぷ
＝
業
昆
案
な
と
、
‖
1
王
務
は
多
忙
を
頼
め
ま
す
が
、
遣
り

甲
斐
を
感
じ
て
い
る
の
て
、
毎
日
が
允
冥
し
て
お
り
ま

趣
味
は
、
映
両
親
賞
と
コ
ル
フ
で
す
が
、
中
々
忙
し

′
＼
趣
味
に
机
∵
し
る
こ
と
が
川
来
な
い
の
が
嗣
ふ
て

す
　
こ
こ
て
、
弊
什
が
と
の
よ
う
な
会
社
な
の
か
紹
介

さ
せ
て
m
き
ま
す
■
鱒
年
度
、
創
業
5
0
周
年
を
迎
え
る

古
い
撫
史
を
刻
ん
で
い
る
建
設
業
の
会
社
亡
、
正
常
の

基
本
力
針
は
、
建
物
設
備
の
ラ
イ
フ
サ
ィ
∴
7
ル
の
‥
収
通

化
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
る
企
業
で
す
　
2
6
牛
皮
の
緑

常
宗
緋
は
、
従
業
日
日
が
日
比
行
グ
ル
ー
プ
全
件
て
約
8

7
日
わ
、
し
．
化
し
高
7
1
3
億
日
、
利
益
は
比
較
的
安
定

し
た
緬
を
毎
皿
確
保
し
て
お
り
ま
す
　
お
損
保
で
か
業

訂
佃
と
し
て
、
私
が
日
比
谷
に
入
社
し
た
時
点
と
比
べ

株
価
か
神
目
。
印
度
L
＝
7
－
し
ま
し
た
　
余
談
で
す
が
、
投

賓
に
関
心
あ
る
ん
は
日
比
谷
の
株
も
折
剛
で
確
認
（
東

証
．
部
上
場
〕
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
　
弊

件
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
・
沖
縄
ま
て
支
店
と
常
某
所

を
配
障
し
て
い
ま
す
　
東
北
支
店
豆
、
j
O
缶
の
社
‥
日
と

釣
珊
廿
の
協
力
会
社
で
業
務
を
展
聞
し
、
秋
M
に
常
葉

一
明
、
盛
岡
に
「
小
串
務
所
を
構
え
て
お
り
ま
す
　
日
．
‥
作

的
な
圭
務
は
、
建
物
内
部
の
空
調
・
桁
牛
・
小
児
八
・
情
報

通
信
・
符
設
備
シ
ス
テ
ム
の
設
計
及
び
砲
卜
を
生
業
と

し
て
い
ま
す
∴
収
壇
で
は
、
太
陽
棋
太
陽
光
発
電
所
r
L
涙

備
構
築
や
3
D
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
る
建
物
設
備
構
造
診

断
な
レ
】
に
も
取
和
み
車
業
拡
人
に
努
め
て
お
り
ま
す

業
務
外
で
は
、
地
域
貢
献
の
．
瑞
ヒ
し
て
「
仙
自
L
夕
」

や
「
先
の
へ
ー
シ
ュ
ン
ト
」
前
の
市
内
清
掃
活
動
に
参

加
し
、
多
少
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
の
思
い
で
廿
日
は

参
加
し
て
お
り
ま
す
、
）

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
弊
社
は
N
T
T
グ
ル
ー
丁
の

一
日
し
一
し
て
、
車
l
止
友
会
の
清
動
に
微
力
な
が
ら
も
側
面

か
ら
友
接
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
　
竜

友
余
の
、
こ
発
展
と
会
H
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
社

業
紹
介
を
結
了
き
セ
て
頂
き
ま
す
■



東北地方本部だより

■コ友会ホランティア活動費表影式

平成27年11月27日

◎
支
部
長
・
車
戯
局
長
会
議
の
開
催

刀
隼
7
＝
コ
日
、
N
T
T
行
橋
ヒ
ル
い
い
お
い
て
闘

f
H
　
ホ
ラ
ン
テ
了
・
ア
情
動
賞
、
い
軋
友
余
功
労
賞
、
地

力
本
邦
艮
賞
の
推
＝
椚
、
会
報
7
7
＝
ケ
の
発
行
等
に
つ
い

て
審
議
、
決
定
し
ま
し
た

◎
第
2
回
女
作
の
会
へ
の
参
加

㍗
隼
ホ
H
n
〓
～
却
日
、
本
部
に
お
い
て
閃
催

京
北
か
∴
∴
ほ
、
半
片
妙
い
さ
′
八
　
（
地
〃
本
部
）
、

‖
1
二
御
h
辛
さ
′
八
一
岩
下
上
部
し
　
か
参
加
　
地
域
の
貼

色
を
牛
か
し
た
清
動
羊
∴
」
つ
い
て
証
し
合
い
ま
し
た

爪
）
1
C
T
他
康
モ
デ
ル
粟
㌦
溝
助
へ
の
参
加

今
牛
皮
吉
朋
＝
ノ
・
＝
．
・
皮
【
〃
参
加
帯
皮
昔
紺
規
室
加
昔
を

日
射
∴
ノ
∵
川
り
・
早
り
闇
＝
甲
」
八
三
㌧
・
ノ
■
　
1
」
一
7
J
 
l
L
■
・
に

荊
持
し
一
チ
ー
ク
言
行
∴
よ
こ
t
T
T
り
　
㌧
－
一

へ
り
貢
敵
か
期
待
ン
。
、
れ
ま
十

色
気
仙
沼
人
鳥
　
海
…
圧
林
再
生
溝
動
へ
の
参
加

N
T
T
裏
日
本
宮
城
L
l
i
‖
▲
′
上
部
・
i
催
■
〃
I
r
ご
∵
／
テ

ア
情
動
に
、
宮
城
友
部
ト
打
、
…
h
手
乞
部
一
霊
草
か
ぢ

加
L
ま
し
た
　
こ
協
力
▼
あ
り
が
と
う
こ
き
、
．
ま
し
た

◎
滝
友
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
溝
動
賞
受
賞

封
隼
‖
＝
コ
日
、
本
部
－
巨
催
の
長
樟
式
か
“
K
K

R
ホ
テ
ル
東
京
」
　
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た

京
北
の
一
字
賞
昔
は
次
の
ん
々
て
す

∴
弟
ち
回
ホ
う
、
／
テ
・
丁
清
動

上
反
　
良
さ
∴
　
丁
目
城
乞
”
狛
）

■
低
帖
佐
能
吏
帯
川
休
■
聖
小
爪
友
托
し

上
接
プ
ル
ー
フ
・
県
北
‖
鳥
奈
に
所
屈
し
、
川
井
に

日
．
り
活
動
全
般
の
中
心
的
役
刊
を
糾
わ
れ
、
仙
自
前

障
宮
帯
柚
址
協
・
禦
ム
か
ら
も
感
謝
状
を
据
＝
上
さ
れ
る

な
と
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た

小
林
耕
・
汁
さ
ん
　
へ
柚
鳥
支
部
）

「
地
域
に
密
右
し
た
た
化
沃
動
及
び
学
章
肯
成
、

防
犯
活
動
に
関
す
る
功
紺
」

地
域
の
‥
美
化
、
防
犯
溝
動
の
他
、
1
町
会
て
構
成

す
る
会
合
を
結
成
し
地
域
の
交
流
・
振
興
に
も
左
い

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た

日
出
ひ
て
「
；
子
ん
　
■
山
形
上
部
一

「
牛
批
学
習
の
場
と
し
て
　
「
名
所
・
旧
跡
」
　
の
ガ

イ
ト
ホ
ラ
ン
テ
で
ア
活
動
」

郷
卜
の
史
跡
、
博
物
蹄
昔
の
ガ
ィ
ト
を
務
め
る
と

批
へ
に
、
カ
ィ
ド
グ
ル
ー
プ
の
指
厚
的
存
在
し
一
し
て
清

勅
令
般
を
骨
引
し
て
し
ま
十

・
ホ
ラ
ン
チ
ノ
∴
′
清
動
艮
明
継
続
用
件
賞

伐
採
了
汗
√
さ
∴
一
山
服
上
端
一

「
＼
■
T
T
J
∵
？
、
ノ
テ
〝
　
ア
を
7
1
は
レ
二
　
し
一
し
て

半
成
言
に
十
か
∴
T
－
・
付
利
f
悠
高
氏
左
ホ
‥
′
二
・
リ
、
ド
「
＝
刃

1
丁
目
日
代
・
も
ハ
∵
眉
拭
タ
オ
ル
の
溌
庚
、
贈
＝
卜
の
清

動
辛
目
　
て
、
†
成
1
7
早
い
ト
ホ
ラ
・
ノ
テ
∴
′
情
動
賞

を
一
宣
賞
ン
．
－
れ
ま
し
た
か
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
取
り
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タウンページ　…甘　　　　；・　iタウンへ－ジ　　　　　　　‘‾ 

，′ノ � ����′ノ／　　／　　　■　　　　　　　　　▼・　　　1′ノ　　　　　　　　　　． 

符しています　　http：／／it叩亡．jp／ 

少将り　　　　　　　　　　　　．． 

醍 ■ ��三・1 ィ 、：1 ��・‥・・　0　　ⅣTTタウンページ 
7 �■■ NTTタウンペ－ジ株式会社東北営業本部0120－506309認認諾雷雲等悪霊遥N［五鴫翳▲ヒルが 

i・タウンページは、NTT棄日本・NTT西E］本が発行するt集別t話＋です。♯iタウンページは、NTTタウンページ株が運営す 
るインターネットサイトです。儲iタウンページの利用者が情報を開発するためのご利用は無料ですっキiタウンページのこ利用 
には・インターネット接続に係る回繚プロJてイクー等の契約及び料金が別途必零です0　　　　匝至車重車重］1－6つ73－】 

組
ん
で
い
る
こ
と
が
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し

た
∵
揖
友
会
活
動
功
労
賞

江
場
和
男
さ
ん
　
へ
山
形
支
部
）

「
活
力
あ
る
巾
軋
友
会
山
形
支
部
内
の
中
葉
推
進
に

つ
い
て
」

山
形
支
部
に
と
し
て
、
会
H
拡
大
、
サ
ー
ク
ル
活

動
の
清
性
化
等
に
尽
力
　
ま
た
、
N
T
T
O
B
神
名

に
よ
る
「
光
親
苫
大
化
」
　
の
活
動
を
展
開
　
販
宣
、

故
障
情
報
の
提
供
等
N
T
T
グ
ル
ー
プ
の
平
岩
に
大

き
く
1
日
批
し
ま
し
た
・

◎
叙
勲
の
ご
抑
介

謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
益
々
の

こ
性
根
と
こ
活
躍
を
お
祈
り
申
し
卜
∵
丁
ま
す

高
齢
者
叙
勲

〔
叙
位
・
叙
勲
一
（
友
部
れ
）
　
（
ご
氏
名
）

瑞
宜
双
氾
章
　
　
1
い
り
　
城
　
　
鈴
木
　
乱
用
様

∵
「
　
卜
現
　
　
・
計
1
＝
　
　
兄
上
．
．
、
1
小

－
－
　
　
　
　
－
∫
　
　
　
　
　
　
　
　
■
1
　
1
．
1
　
　
　
　
′
1
　
　
　
　
■
■
■
〔
▲
■

．
い
‥
城
　
　
芳
門
　
克
明
畑

へ
平
成
刀
隼
6
月
1
㌢
隼
9
日
ま
で
）


